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○
調
査
日
時

　

平
成
29
年
８
月
30
日　
　
　

○
調
査
場
所 

　

標
茶
町
役
場
委
員
会
室

１
．
調
査
事
項 

　

滞
納
整
理
機
構
へ
の
引
継
実
績
と
評
価

　

に
つ
い
て　

２
．
出
席
者

　

委　

員　

本
多
委
員
長
、
後
藤
副
委
員

　
　
　
　
　

長
、
櫻
井
委
員
、
熊
谷
委
員
、

　
　
　
　
　

深
見
委
員
、
川
村
委
員
、
舘

　
　
　
　
　

田
委
員

　

説
明
員　

武
山
税
務
課
長
、
服
部
税
務

　
　
　
　
　

課
長
補
佐
、
小
林
納
税
係
長 

　

事
務
局　

佐
藤
事
務
局
長
、
小
野
寺
議

　
　
　
　
　

事
係
長

３
．
調
査
の
経
過
及
び
内
容

　

資
料
に
基
づ
き
釧
路
・
根
室
広
域
地
方

税
滞
納
整
理
機
構
と
は
平
成
19
年
４
月
１

　

次
の
８
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
、
６
件
が
可
決
、
１
件
が
否
決
、
１
件

が
取
下
げ
さ
れ
ま
し
た
。

◆
意
見
書
第
12
号
（
可 

決
）

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書
　

地
方
自
治
体
の
安
定
的
な
行
財
政
運
営

を
実
現
す
る
た
め
、
一
般
財
源
総
額
の
拡

大
に
向
け
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

を
求
め
た
も
の
で
す
。

◆
意
見
書
第
13
号
（
可 

決
）

安
全
・
安
心
の
医
療
、
介
護
の
実
現
と
労

働
環
境
の
改
善
に
関
す
る
意
見
書

　

労
働
環
境
の
改
善
に
向
け
た
介
護
を
実

現
す
る
た
め
、
医
師
・
看
護
職
及
び
介
護

従
事
者
な
ど
の
確
保
と
処
遇
改
善
を
図
る

こ
と
を
求
め
た
も
の
で
す
。

◆
意
見
書
第
14
号
（
可 

決
）

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け

た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

森
林
の
整
備
と
木
材
の
利
用
を
含
め
幅

広
く
活
用
で
き
る
仕
組
み
と
し
、
財
源
を

十
分
に
確
保
す
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で

す
。

◆
意
見
書
第
15
号
（
可 

決
）

道
路
の
整
備
に
関
す
る
意
見
書

　

道
路
整
備
の
予
算
の
確
保
と
国
に
よ
る

補
助
の
割
合
を
平
成
30
年
度
以
降
も
維
持

す
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
こ
と
を
求
め
た

も
の
で
す
。

◆
意
見
書
第
16
号
（
可 

決
）

Ｅ
Ｕ
と
の
経
済
連
携
協
定
に
関
す
る
万
全

の
対
策
と
そ
の
確
実
な
実
行
を
求
め
る
意

見
書

　

農
林
漁
業
者
な
ど
の
不
安
と
疑
念
を
解

消
す
る
た
め
十
分
な
情
報
提
供
と
、
新
た
な

市
場
を
拡
大
す
る
た
め
の
実
効
あ
る
施
策

の
展
開
を
図
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
す
。

◆
意
見
書
第
17
号
（
可 

決
）

教
職
員
の
長
時
間
労
働
是
正
を
求
め
る
意

見
書

　

文
部
科
学
省
の
公
立
小
中
学
校
教
員
の

勤
務
実
態
調
査
結
果
に
お
い
て
、
教
員
が

「
過
労
死
レ
ベ
ル
」
と
な
る
超
過
勤
務
を

行
っ
て
い
る
過
酷
な
勤
務
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
是
正
を
求
め
た
も

の
で
す
。

◆
意
見
書
第
18
号
（
取
下
げ
）

道
教
委
「
新
た
な
高
校
教
育
に
関
す
る
指

針
」
を
抜
本
的
に
見
直
し
す
べ
て
の
子
ど

も
に
豊
か
な
学
び
を
保
障
す
る
高
校
教
育

を
求
め
る
意
見
書

◆
意
見
書
第
19
号
（
否 

決
）

日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
［
大
枠
合
意
］
の
撤
回
を
求

め
る
意
見
書

　

北
海
道
農
産
物
を
脅
か
す
全
体
像
も
示

さ
ず
、
暫
定
発
行
さ
れ
る
危
険
を
回
避
す

る
た
め
に
も
撤
回
を
求
め
た
も
の
で
す
。

意

見

書

委
員
会
報
告

 

総
務
経
済
委
員
会

   

　
　
所
管
事
務
調
査
報
告

委員会報告・意見書
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日
に
設
置
さ
れ
た
一
部
事
務
組
合
で
あ
り
、

11
町
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
説
明
を
受
け

る
。
名
前
の
と
お
り
滞
納
事
案
に
特
化

し
た
組
織
で
、
累
積
す
る
地
方
税
の
滞

納
額
を
縮
減
し
収
入
の
確
保
に
努
め
る

た
め
滞
納
整
理
を
行
う
も
の
で
財
産
調

査
、
捜
索
、
財
産
差
押
、
差
押
財
産
の
公

売
を
主
た
る
業
務
と
し
て
お
り
財
産
調
査

や
捜
索
は
引
継
を
し
て
い
る
町
村
が
処

分
の
停
止
を
判
断
す
る
材
料
に
な
っ
て

い
る
。
実
績
に
つ
い
て
は
、
構
成
町
村

か
ら
年
間
約
２
４
０
件
の
引
継
を
受
け

滞
納
案
件
を
処
理
し
て
い
る
。
平
成
19

年
の
発
足
時
か
ら
28
年
ま
で
の
累
計
で

は
、
２
，
５
６
２
件
引
き
受
け
、
引
き
受

け
累
計
額
は
32
億
５
，
９
０
０
万
円
、
収

入
額
は
10
億
３
，
５
０
０
万
円
、
収
納
率

は
３
１
．
７
６
％
、
本
町
に
お
け
る
取
扱

い
は
、
延
べ
１
５
７
件
、
引
継
い
だ
税
額

１
億
９
，
６
７
０
万
円
、
収
入
額
は
６
，

２
４
０
万
円
、
収
納
率
は
３
１
．
７
６
％

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
、
町
村
職
員
を

対
象
と
し
た
研
修
会
ま
た
、
派
遣
職
員
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
職
員
が
徴
収
職
員
の
経

験
を
積
ん
で
帰
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
知
識

を
庁
内
の
研
修
で
他
の
職
員
に
伝
授
し
て

い
く
な
ど
、
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

４
．
委
員
会
の
所
見

　

滞
納
整
理
機
構
に
は
引
継
ぐ
前
に
引
継

い
だ
こ
と
と
同
様
の
効
果
が
あ
る
事
前
予

告
効
果
が
あ
り
ま
す
。
住
民
が
納
税
者
と

し
て
の
義
務
を
果
た
す
た
め
に
も
納
税
に

対
す
る
理
解
を
願
い
、
な
お
一
層
の
納
税

啓
発
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

○
調
査
日
時

　

平
成
29
年
８
月
９
日　
　
　

○
調
査
場
所 

　

標
茶
町
役
場
議
員
室

１
．
調
査
事
項 

　

次
期
介
護
保
険
計
画
に
つ
い
て　

２
．
出
席
者

　

委　

員　

松
下
哲
也
委
員
長
、
渡
邊
定

　
　
　
　
　

之
副
委
員
長
、
黒
沼
俊
幸
委

　
　
　
　
　

員
、　

鈴
木
裕
美
委
員
、
平

　
　
　
　
　

川
昌
昭
委
員
、
菊
地
誠
道
委

　
　
　
　
　

員

　

そ
の
他　

舘
田
賢
治
議
長

３
．
調
査
の
経
過
及
び
内
容

　

資
料
に
基
づ
き
、
次
期
介
護
保
険
計
画

の
基
本
方
針
・
進
捗
状
況
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
・
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
特
養

の
検
討
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

○
主
な
説
明

　

・
平
成
30
年
４
月
１
日
施
行
の
介
護
保

　
　

険
法
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
国
の
方
針
の

　
　

提
示
で
あ
り
詳
細
は
ま
だ
具
体
化
さ

　
　

れ
て
い
な
い
。

　

・
次
期
計
画
の
策
定
に
は
「
見
え
る
化

　
　

シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

　
　

使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
住

　
　

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　

・
今
後
、
事
務
的
作
業
を
進
め
年
度
内

　
　

に
次
期
介
護
保
険
料
の
算
定
・
条
例

　
　

改
正
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　

・「
町
立
病
院
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
」
を

　
　

活
用
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
特

　
　

養
（
定
員
12
名
）
の
設
置
に
向
け
内

　
　

部
で
検
討
中
で
あ
る
。

４
．
委
員
会
の
中
間
所
見

　

次
期
介
護
保
険
計
画
に
つ
い
て
は
、
国

の
定
め
る
指
針
に
基
づ
い
て
策
定
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
具
体
的
な
事
項
が
提

示
さ
れ
た
段
階
で
順
次
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
く
が
、「
病
院
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
」

を
活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト
型
小
規
模
特
養

の
設
置
に
関
し
て
は
昨
年
と
同
じ
説
明
で

あ
り
、
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム
の
強
化
の
た

め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
よ
り
介
護
医
療
院
の
創
設
を

含
め
検
討
の
ス
ピ
ー
ド
化
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。

 

厚
生
文
教
委
員
会

   

所
管
事
務
調
査
中
間
報
告

委員会報告


